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外壁の改修工法選定フロー図
アサヒボンド工業会 技術委員会 （平成 年 月作成）16 10

本資料は公共建築協会『公共建築改修工事標準仕様書（平成 年度版 』及び、16 ）
国土交通省『建築改修工事共通仕様書・ 監理指針（平成 年度版 』より抜粋し要約したものに、14 ）
アサヒボンド工業㈱の該当する主な材料を列記したものである

１，コンクリート打放し仕上げ外壁の改修工法選定フロー

（注：塗り仕上げを行う場合は、これらの工法で適切に処理した後に行う。その内容については、本資料では省略する ）。

スタート

劣化現象

ひび割れ 欠 損

挙動する ひび割れ 挙動しない 欠損の
劣 の挙動 程度
化
現 ひび割れ幅 ひび割れ幅 はがれ、はく落の はがれ、はく落が はがれが切片状に
象 未満 以上 を 未満 以上 を ため鉄筋が露出し あり漏水がある場 生じた、浅い欠損0.2mm 0.2mm 1.0mm 0.2mm 0.2mm 1.0mm

以下 超える 以下 超える ている場合 合 の場合1.0mm 1.0mm

ひび割れ部の
適切な処置

工 樹脂注入 Ｕカット Ｕカット 樹脂注入 Ｕカット
法 シール工法 工法 シール材 シール材 シール工法 工法 シール材 充てん工法 充てん工法
・ 充てん工法 充てん工法 充てん工法
材 可とう性エ 軟質形エポ 可とう性エ シーリング パテ状エポ 硬質形エポ 可とう性エ エポキシ樹脂 ポリマーセメ
料 ポキシ樹脂 キシ樹脂 ポキシ樹脂 用材料 キシ樹脂 キシ樹脂 ポキシ樹脂 モルタル ントモルタル

ＥＬ５５ スクイズﾞ ＥＬ５５ ５０５ スクイズ ＥＬ５５ ＢＥ２ア該
該当なし 該当なしサ当 工法 工法 ＢＥ１２

ＢＥ１３ボ材
５５６ ５５１ン料 L
５５６ ５７３の M

１成分又は２成分形の
ポリウレタン系
シーリング材

※各工法名をクリックすると施工要領書（Excel）が開きます。
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２，モルタル塗り仕上げ外壁の改修工法選定フロー

スタート

劣化現象

欠 損 浮 き ひび割れ

欠損の程度 浮きの程度 ひび割れ幅

0.2mm 0.2mm構造体のコ モルタルの モルタル 通常レベ 左記以外の 構造体のコ
劣 クリートの 構造体のコ 表面のはが ルの打撃 モルタルの ンクリート 以上 未満
化 劣化を含む ンクリート れが切片状 によって 浮き の劣化を含
現 はく落・ 面からの に生じた浅 はく落す めての浮き
象 欠損 欠損 い欠損 るおそれ １箇所の

のあるモ 浮き面積 ひび割れか 有
ルタルの らの漏水
浮き 無

㎡ ㎡0.25 0.25
劣化の 漏水の 無 以上 以下
程度 有無 除去

有 はく落防止 周辺モルタ 有
１箇所 と構造体の ルの浮き別途
の面積 耐久性確保 無

モルタル除去後、

構造耐力 構造耐力に

構造体のコンクリ

に関する 関連しない ㎡ ㎡ はく落防止 はく落

ート面の改修

0.25 0.25
コンクリ コンクリー 未満 以上 及び の防止 モルタル塗り
ートの劣 トの劣化 耐久性確保 表面の改修
化

モルタル アンカーピ アンカーピ

樹脂注入

Ｕカットシール

深い 浅い
塗替え工法 ンニング ンニング

工法

材充てん工法

欠損 欠損
注入工法 注入工法の の

場合 場合別途
を超える 以下1.0mm 1.0mm

浮き代は ㎡ ㎡0.25 0.25
未満 以上

注入口付 アンカー アンカー 注入口付 アンカー 注入口付
工 充てん工法 充てん工法 アンカー ピンニン ピンニン アンカー ピンニン アンカー 樹脂注入

Ｕカット

充てん モルタル シール
法 ピンニン グ グ ピンニン グ ピンニン 工法

シール材

工法 塗り替え 工法
・ グ 全面ポリ 全面エポ グ 部分エポ グ

充てん

工法
材 エポキシ樹 ポリマーセ 全面ポリ マーセメ キシ樹脂 全面エポ キシ樹脂 部分エポ

工法

料 脂モルタル メントモル マーセメ ントスラ 注入工法 キシ樹脂 注入工法 キシ樹脂 ポリマー
タル ントスラ リー 注入工法 注入工法 セメント

リー注入 注入工法 モルタル
工法

該当なしア該
２ ｽｰﾊﾟｰ ５７６ ５７６ ｽｰﾊﾟｰ ５７６ ｽｰﾊﾟｰ ｽｸｲｽﾞ工法 ５０５サ当 BE EL55

ボ材 ５５BE EL１２ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ５９６ ５９６ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ５９６ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ５５１ ｽｸｲｽﾞ工法該当 EL55
１３ ５７６ ５７３ ５７６ ５７６ ５７３ ５５１ン料 BE なし

５９６ ５９６ ５９６ ５７３の
５７３※ポリマーセメントスラリーは該当なし

※各工法名をクリックすると施工要領書（Excel）が開きます。

（注：塗り仕上げを行う場合は、これらの工法で適切に処理した後に行う。その内容については、本資料では省略する ）。

可とう性
エポキシ
樹脂使用

シーリン
グ用材料
使用

シーリング用
材料使用

可とう性エポキ
シ樹脂使用
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３，タイル張り仕上げ外壁（手張り工法）の改修工法選定フロー

スタート

劣化現象

欠 損 浮 き ひび割れ

欠損の程度 浮きの程度 タイル陶片か
目地部分か

構造体のコ タイル陶片の 通常レベルの打 タイル張り 構造体のコ タイル陶片 目 地
ンクリート はく落・欠損 撃力によっては 仕上げ層の ンクリート （目地の欠損

）の劣化を含 タイル張り仕 く落するおそれ 浮き の劣化を含 等を含む
劣 むはく落・ 上げのはく落 のあるタイル陶 めての浮き
化 欠損 ・欠損 片及びタイル張 浮きの箇所
現 りの浮き 構造体のコンクリ 含む
象 構造体コンクリートとモルタル間 タイル陶片 ートに達するひび

劣化の程度 除 去 割れを含むか
１箇所の浮き面積 含まない 未満 構造体の

構造耐力 構造耐力 ひび割れ幅が
に関連す に関連し ０．２５㎡以上 ０．２５㎡未満 未満 タイル陶片のひび 以上か0.2mm
るコンク ないコン 割れ幅が 以上別途 0.2mm
リートの クリート はく落防止と構造体 以上か
劣化 の劣化 の耐久性確保 以上

はく落
はく落防止及び 防止

耐久性確保

樹脂注入

別途 下地モルタルを含

工法

むか否か
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ

注入工法 注入工法
下地モルタル 下地モルタル

ひび割れ幅が
無 以上0.2mm

を含む欠損 等がある場合 浮き代は

又ははく落が
あるか

1.0mm 1.0mmを超える 以下

有

工 アンカーピン アンカーピン アンカーピン 注入口付アンカ
法 タイル タイル部分 ニング全面ポ ニング全面エ ニング ーピンニング

タイル部分

・ 張替え工法 張替え工法 リマーセメン ポキシ樹脂 部分エポキシ エポキシ樹脂

張替え工法

目地ひび割れ

材 トスラリー 注入工法 樹脂注入工法 注入

改修工法

料 注入工法 タイル固定工法
又は 又は 又は
注入口付アン 注入口付アン 注入口付アン
カーピンニン カーピンニン カーピンニン
グ全面ポリマ グ全面エポキ グ
ーセメントス シ樹脂 部分エポキシ
ラリー 注入工法 樹脂注入工法
注入工法

該当なし
該当なしア該 ５０６ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ５０６ ｽｸｲｽﾞ工法 ＥＬ５５

サ当 ５０７ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ５０７ ５５１
ボ材 ５７６ ５７６ ５７６ ５７６ ５７３
ン料 ５９６ ５９６ ５９６ ５９６
の ５７３

※ポリマーセメントスラリーは該当なし

※各工法名をクリックすると施工要領書Excel）が開きます。

ＥＮＤ

Ｕカットシール
材充てん工法

シーリング用
材料使用

可とう性エポキ
シ樹脂使用
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４，タイル張り仕上げ外壁（型枠先付け工法）の改修工法選定フロー

スタート

劣化現象

欠 損 浮 き ひび割れ

劣
化 欠損の程度 浮きの程度
現
象

構造体のコン タイル陶片 通常レベルの打 構造体のコン 構造体のコン
クリートの劣 のはく落・ 撃力によっては タイル陶片の クリートの劣 クリートに達 含む
化を含む 欠損 く落するおそれ 浮き 化を含めての するひび割れ
はく落・欠損 のあるタイル陶 浮き を含むか 未満 構造体の

片の浮き 含まない ひび割れ幅が
以上0.2mm

劣化の程度 タイル陶片の 以上
除 去 未満 ひび割れ幅が

0.2mm
構造耐力に関 構造耐力に関連 以上か
連するコンク しないコンクリ 以上別途

樹脂注入

リートの劣化 ートの劣化

工法

別途工
法

注入口付アンカーピンニング
タイル部分 エポキシ樹脂注入

タイル部分
張替え工法 タイル固定工法

張替え工法ア該
サ当
ボ材 ５０６ ｽｰﾊﾟｰ ５０６ ｽｸｲｽﾞ工法 ＥＬ５５
ン料 ５０７ ｽｸｲｽﾞﾋﾟﾝ ５０７ ５５１
の ５７６ ５７３

５９６

※各工法名をクリックすると施工要領書Excel）が開きます。

Ｕカットシール
材充てん工法

シーリング用
材料使用

可とう性エポキ
シ樹脂使用




